
ＪＡ共済杯第 13 回インターミディエット全日本選手権大会が 5 月 10 日、11 日、茨城県牛久運動公園野

球場等で行われ、東北連盟代表として出場した「宮城リーグ」は全国第 3 位の成績を収めました。 

初日は出場 9 リーグが 3 ブロックに分かれてリーグ戦を行った。B 組に入った「宮城リーグ」は初戦の

埼玉イーストリーグ（北関東連盟代表）戦を、3 点ビハインドの 5 回裏、満塁のチャンスにライト線を抜け

る満塁ランニングホームランによる逆転勝利、2 戦目の城北リーグ（東京連盟代表）戦では、1-6 と 5 点ビ

ハインドの最終回裏の攻撃で、下位打線が続けて出塁して上位打線につなぐとそこからの連打による劇的

な逆転サヨナラ勝利を収め、連続逆転勝利により決勝トーナメント進出を決めた。雨で試合開始が昼から

となり、2 戦目の終了時間は 20 時半を回った。 

2 日目の決勝トーナメントでは、準決勝で千葉リーグ（東関東連盟第 1 代表）と対戦し、前日の激戦の疲

れからか、前日に見せた猛打を披露することなく 4-0 で敗退し、第 3 位という悔しい結果で終わった。 

【髙梨監督】全国優勝を目標に挑みましたが

結果 3 位で大会を終えました。予選リーグ

から厳しい戦いでしたが全国の強豪を相手

に粘り強く最後まで諦めずに戦った選手を

誇りに思います。大会開催にあたりご尽力頂

いた関係者の皆さんに感謝致します。 

【⾧澤主将】全国大会では予選 2 試合とも

負けていましたが保護者の方や関係者の

方々の応援が力になり逆転して勝利を収め

ることができました。特に 2 試合目は最終

回 5 点差を逆転して勝利でした。目標の全

国制覇には届きませんでしたが、チームが 1 つになり全国 3 位になることができました。これまでたくさ

んの事を教えていただいた指導者の方、事務局の方本当にありがとうございました。 

 


